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寮

こ

て
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セ
i
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ε
し
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ゼ
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四
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ス

…

、
ル河

上

肇

　
　

ジ
ョ
ン
.
ス
一7
、
ア
ト
.
..、
毒

舞

思
想
・
、
明
治

の
初
期
、
諮

『
卯
吉
埜

及
び
天
鷺

毒

士
等
集

り
、
畷

。
學
界
。
紹
介
さ
れ
し
も

・
・
て
、
殊

美

醤

士

・
羅

・
成

・
『
高
籠

濟
原
論
』
は
ミ
あ

『
脛

濟
原
論
」
の
抄
澤
な
巴

や
に
覧
ゆ
・
が
、
喜

・
鼠

姑
各

・
、
今
見

於
・
・
…

髭

書
は
・
官
私

「立
の
萸

學
に
於
て
暑

書

し
て
欝

・
れ
マ

・
・
所
・
れ
・
・
脛
濟
學
の
書
生
に
し
て
此
書
を
智

ぎ

　　離

農
鍵

露

砒甥
攣

経

籍

夢
麗
財源購些

一
面

。
薔

。
ぱ
、
毫
も
余
・
推
断
を
交
ゆ
る
旨

楚

、
蓼

h・
謬

劣

嘉

馨

惚

聖

・
之
を
明
か
に

　せ
ん
手

る
に
在

る
.
若
し
夫
・
、
-、、
〃
は
假
に
趾
璽

薯

脅

し
手

　

菓

・
て
如
何
な
轟

類
の
壮

重

薯

な
,
し
。
.
護

は
如
何
に
し
て
墓

濟
馨

棄
・
赴

璽

藷

赴
乏

至
り
し
が
・
.
.
婆

彼
が
此

一
の
如
き
思
想
上
の
羅

・
寫
せ
し
事
は
、
當
塒
・
審

・
於
・
急

潮
・
蓬

鋳

・
・
如

何
な
る
羅

憲

義

躯

踊
離

籍

嘱

に
至
り
て
は
、
固
よ
り
極
め
て
漢
味
あ
る
問
題
た
・
を
失
は
ざ
　

、
莞

忍

原
論
著
作
の
當
時
、、、
・
が
已
に
一
個
馨

嚢

糞

・
し
箋

彼
量

。明
せ
る
所
の
材
料
は
・
余
の
知

*JohnStuartMill,PrinciplesofPolitical
ApplicationsonSocialPhilosophy ,[848.
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る
暫

依
れ
ば
、
篁

が
磐

自
餐

で
あ
り
、
.第
こ
餐

の
書
簡

で
あ
る
・

.、、
あ

農

優

薯

の
替

る
、
如
-
、禦

婁

皐

を
以
・
歪

・
れ
た
・
鑑

な
る
が
・其
第
五
夢

見
。
。
、
被
笠

八
二
九
年
乃
至

天

三
・
年
頃
よ
ク
初
め
て
・
・
…

ン
湊

論
首

親
む
量

り
し
事
を

述

べ
、
次

い
で
次

の
如

く
述

べ
て
居

る
。

「
畠

義

の
共
悪

想
に
掌

る
彼
笠

サ
・
・
ζ

ソ
塗

・
批
評
は
・
私
窓

つ
.重

要
な
る
鐘

に
充

ち
て
居
る
患

は
れ
た
害

う
し
て
蔭

の
舞

學
-

そ
れ
絵

有
財
嚢

ぴ
相
撃

ぱ
塗

す
べ
奮

ざ

る
事
.實
こ
な
、
、、釜

震

ぴ
交
易
・
岳

を
紅

霞

艮
・
最
上
・
標
語
養

せ
る
所
の
あ

一

の
甚
だ

諭

限
さ
れ
た
る
且

蒔

的
の
盤

を
有
す
・
・
響

ざ
・
も
・
な
垂

・
・私
・
眼
・
闘
い
重

れ
た
の
は
』

部
。
馨

の
馨

の
賜
で
あ
る
。
サ
ン
・
シ
モ
・
婁

徒
・
依
っ
て
漸
次
展

開
せ
・
る
、
所

の
計
勢

依
れ

ば
、
碁

の
蕩

及
び
某

経

鏖

殺
の
利
益
の
爲
叢

齧

れ
唇

個
人
意

想
籍

し
て
・
諮

已

。
、藝
藥

ご
し
て
、
或
量

産
書

し
て
、

毫

・
蕩

雰

轡

亘

馨

・
仕
事
無

じ
て
報
酬
葺

け

る
ご
云
ふ
の
で
あ
る
が
、清

汁
ウ
・
・
の
そ
れ
髭

す
れ
ば
、私
・
経

會
主
義
・
記
聾

し
て
遙
に
優
磐

も
。
。
考
へ
5
嚢

。彼
等
の
手
馨

如
何
・
嚢

で
あ
窪

し
て
も
、
彼
等
旨

的
手

る
漂

・私
に
は
希

望
す
べ
き
且
合
理
的
・
る
も
の
と
考

へ
・
巽

。
蒼

し
て
私
績

ひ
、馨

の
讃

す
る
肚
會
羅

の
嘉

し

得
べ
き
も
の
な
る
要

砦

盆
・
島

・
漏

す
べ
.き
あ

な
・
事
を
信
警

り
し
轟

も
・
而
か
も
私
は
・

　
人
類
肚
會
。
關
す
る
砦

如
き
理
想
・
喜

は
、
倉

・
如
湛

會
・
雀

を
ぱ
或

覆

的
の
標
準
匹
誓

論

説
.

審

ま
薯

足
し
・
・
了

・
ス
…

,第
八
餐

第
四
號

三

)

四
さ
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論

説

馨

主
著

`
し
て
の

ゼ
!

エ
ス
…

ル

第
八
巻

(第
四
號

一一三

)

四
圭

か
し
む
る
爲
の
他
人
の
努
力

縛

し
、掌

有
益
な
・
方
向
を
塁

る
霜

違
な
か
る
べ
し
・
愚

じ
尾

』

…
以
上
は
苦

し
て
。
.

シ

モ
ン
涙
の
論
考

影
響
を
述

べ
た
も
の
で
あ
・
が
、
・
ル
思

想
盗

會
嚢

的

応

攣
化
せ
し
め
た
る
他

の
有
力

な
る
原
因
は
、
後
に
彼
の
夫
人
ε
な
り
し
ブ
イ
ロ
ア
夫
人

の
影
響

で
あ

る
。
乃
ち

彼
は
、
其
自
叙
傭

兵

四
〇
年
(原
論
公
刊
に
先
ぎ

叉

年
)以
降
の
馨

記
述
せ
る
條
下
に
・
左
の
如
く
述

.

べ
て
居

る
の
で
あ

る
。

タ

「
倉

婆

(
ギ

・
ア
夫
人
)
季

垂

へ
て
進
む
に
至
り
し
所

の
、
私

の
精
寓

蓬

の
・
謂
繁

第
三
期

に
於
て
、
私

の
意
見
は
、
廣
さ
に
於
て
も
亦
深

さ
に
於
て
も
、

練

緯

る
所
が
あ
婁

・
私
は
よ
り
多
ぐ
の

事
柄
を
理
解
し
、
而

し
て
以
前
理
解
し
著

た
事
柄
に
就
て
は
、
今
や

恵

徹
底
的
に
之
を
聾

す
る
窒

つ

貰」

O

ナ

:

:

.

.

昌

,
.
.

:

.

.
,
.

=

「
五
日
々
の
意
見
は
、
嘗
て
私
が
最
も
極
端
な
ゑ

・
タ
主

義
塞

せ
し
時
代
に
有
せ
し
私

の
意
見
よ
り
も
・

な
ほ
誕

異
讐

攣

る
も

の
で
あ
っ
な
。
肚
會
制
度
の
根
本
的
肇

の
可
能

厩

て
以
前
宿
せ
し
私
の
見
解

は
、
醤
涙

の
脛
濟
學
者

に
比
し
て
、
さ
し
て
進

ん
で
は
居

な
か
つ
な
。
今
日
理
解
さ
れ
.居

る
如
き
私
有
財
産
、

及
び
相
続
は
、
彼
等
に
於
け

る
ご
同
じ
や
う
に
、
私
に
ご
つ
て
も
、
立
法
上
の
最
高

の
櫨
謝
で
あ
っ
だ
。
さ
う

し
て
是
等
制
度

の
結
果
と
し
て
生
す

る
不
雫
等
を
匡
正
ず
る
の
方
策
ご
し
て
は
、
私
は
長
子
相
綾
法
及
び
限
定

、

相
続
法
を
塵
止
す
る
こ
ε
位
し
か
考

へ
て
居

な
か
つ
な
。
或
者
は
生
れ
な
が
ら
に
し
て
金
持

で
あ
る
.の
に
大
多

…
厳
暑

餐

乏
で
あ
る
、
こ
云
ふ
事
霧

中
に
包
ま
・
未

黍

を
…

・…

無
手

・
甕

に
・
之
よ
皇

土

の
方
策
を
探
る
こ
墓

出
來
・
芸

意

想
は
、
鱒

私
塾

想
に
響

ぬ
も
の
薯

へ
尾

さ
う
し
て
只
自

「

.

.,



韓

羅

難
蔽
馨
捲
徽凝

錫
躍
圃観
護
講

報臼肋

癖
譲蘇

縫
鐸

縫
繋
崩撫

藻

難

蟻暴

露
ハ縫

故

か
芸

へ
ば
、
警

が
倉

・
㌍

極
・
て
不
完
全
で
あ
薩

・
は
・
民
黍

飽
く
ま
で
も
舞

で
且
特
に

一
利
爵

で
託

暴
螢

ん
事
を
、
吾
々
は
恐
れ
・
か
ら
で
あ
・
・
乍
併
・
審

改
一艮
窮

極
の
羅

に
關
し
て

癒

麗

、
逐

覆

怪

遙

誘

達

・
錯

・
も
・
で
あ
・
て
・
碧

外

郎

啓

霧

尊

案

屈

薯

構
。
下
雰

類
さ
る
べ
き
も
・
寮

建

.
勿
論
吾
…

ぞ

詮

童

詩

羅

に
包
含
す
と
考

へ

～ら
る
、
所
・
、
肚
會
の
個
人
に
畢

・
籍

籔

・
て
は
、極
力
之
・
反
封
せ
ん
手

る
巻
で
あ
る
け
磐

も
・

㎜
而
か
も
五
口
々
は
、
慰

.が
最
早
や
急
落

画

享

譲

分
割
・
を

・
・
蒔

代
・
禦

ざ
暑

餐

ミ

一
か
ら
。
ご
云
ふ
規
則
・
、
窪

濫

・
劉

・
惹

適
用
・
・
弟

み
な
慕

・
公
歪

審

の
穂
て
の
人
々
.

濫

用
さ
る
た

至
る
時
代
、
欝

星

霜

雰

聾

、
倉

・
如
く
著

し
て
叢

雲

禽

然
の
出
來

一
事

に
依

っ
て
決

定
せ

ら

る
}
代
り

に
、

雇

に
認
め
ら
れ
る
公
箏

の
原
則
に
本
き
協
議
に
依
り
て
決
定
せ
ら

る

、
量

る
鷺

、
叉
五口
々
が
、
全
然
吾
々
自
身
の
み
の
利
益
で
墾

、
吾
々
の
攣

る
断
線

會
異

に
之
を

・

皿
分
つ
べ
き
利
益
を
ぱ
、
獲
得
す
・
養

に
、
基

力
を
盤

文

事
が
・
人
間
こ
し
て
到
底
不
可
能
で
あ
壽

詠

、
蚤

不
可
能
暑

へ
・
建

か
云
漆

如
皐

の
長
髯

無
姦

・
時
代
・
奪

蒔

代
の
來
る
べ
ぎ
事

凄

肇

祠
つ
覇

攣

逢

戻

喰
瑳

・
.
盗

辮

來
の
審

問
嬰

・
も
・
は
・
稗

に
せ
ぱ
塞

終

…
げ

る
原
料
具

有
芸

ふ
誓

、
蕎

の
蕩

揺

つ
墨

夢

雰

僻
「徳

掌

を
緯
雰

薄

霧

総

論

説

肚
皇

薯

ピ
し
・
…

!

・
言

ル

第
八
巻

(第
四
號

三
三
)

四
さ
=



論

説

砒
篁

義
者
ぐ、
し
て
の
『

.
エ
・
…

第
八
貸

第
四
號

三
四
)

四
七
四

ヤ
…
與
雲

華

を
ぱ
、
個
人
の
活
動
の
最
大
畠

芸

ふ
奢

、
結
合
せ
・
め
得
る
か
に
在
り
・
募

ふ
を

至

・つ
た
.
五
口
々
は
、
是
等
の
目
的
が
磐

有
壁

窺

せ
ら
・
記

は
如
何
な
・
形
式
の
制
度
を
最

手

る
か

…

芸

ふ
事
に
就
き
、
秀

真
の
籍

せ
言

・
は
果
し
℃
近
き
將
來
な
・
や
將
窪

き
漿

な
る
や
芸

ふ
事

…
に
就
き
、
精
竃

之
毒

見
し
得
べ
し
暑

ふ
る
が
如
き
臨

を
有
っ
て
居
謹

で
は
無
い
・吾
々
は
・何
等
か

.

砦

如
轟

欝

肇

寄

警

ら
し
め
又
-は
希
望
す
べ
き
も
の
た
ら
し
む
・
に
は
・
倉

蕩

壽

級
を
組

成
し
て
居

る
無
敏
育
な
.勾
人
々
井
に
彼
等
の
雇
主
の
大
多
数

凸
者

の
上
に
、

一
様
な
る
品
性
上

の
攣
化
が
起

っ

て
來
て
か
ら
で
無
く
て
は
な
ら
蹟
、
と
云
ふ
事
を
明
白
に
認
め
て
居

な
。
是
等
両
階
級

の
人
々
は
、
今
日
迄

の

.

如
く
軍
に
狭

盲

射
の
爲

の
み
で
?

、
も

つ
養

い
、
少
-
・
も
公
共
的
肚
禽

の
島

の
爲
に
・
.鬱

し
'

.

且
蕎

す
る
ど
云

ふ
謬

、
實
際
に
就
て
學
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
。
併
し
之
を
駕
す
の
能
力
は
常
矢

類
に
存
し
・

…
而
し
て
漿

こ
て
も
無
-
な
る
事
は
?

、
又
磐

な
り
そ
う
に
も
無

い
。
警

、
習
馨

に
感
情

の
護

に

　
依
り
て
、
並同
悪

人
間
で
も
、
恰
も
自
分
の
國

・
徳

は
解

で
も
馨

に
出
・
が
如
く
・
.自
分
の
國

の
爲
に

一
農
業
や
工
業
に
従
事
す

る
ご
云
ふ
事
に
爲
さ
れ
得
ら
る
、
。
勿
論
人
々
が

一
般
に
此
照
ま
で
向
上
す
る
ε
云

ふ

　こ
隠

、
漸
・
追

う
て
、
且
長
蒔

代
・
亘
・
警

制
度

・
致
果
接

り
て
・
始
め
て
期
待
し
響

ミ

事
で

「
あ
る
。
乍
併
、
其
故
障
は
人
間
性

の
根
本
的
組
織

の
中
に
存
在
す
る
も
の
で
は
無

い
。
共
同

の
利
益

に
就
て
利

害
を
戯
書

云
ふ
事
は
、
今
日
で
竺

磐

甚
だ
弱
い
動
讐

爲

っ
て
居

・
け
れ
竃

・
之
は
其
よ
り
麓

仕

…
方
が
無
い
か
、
で
は
撃

て
、
呈

口
々
の
.袈

、
朝
か
ら
晩
・
壷

・
個
人
的
利
益
歯

係
・
・
事
廼

の
み

産

し
て
居

て
、
嚢

の
利
益
を
考
ふ
・
歪

慣
ら
さ
れ
て
居
呂

か
ら
で
あ

・
.
-
…
…
…

現
鷺

肚
禦

態

の

疲

的
特
徴

篇

芸

所

の
琴

聾

し
瑳

利
己
な
る
も

の
は
、
只
軍
に
、
認

の
制
度

の
全
野

仕
組

.,



が
之
を
助
長
す
る
の
傾
向
あ
・
餐

に
、
襲

撃

根
ぎ
・
て
居

・
の
で
忽

・
-
・・
.…
喜

々
.は
斯
く
考

ふ

れ
ば
毛

、
か
の
利
己
.ぼ

代
は
ム
ベ
き
も
の
が
ま
だ
出
來
て
唇

事
・
蚤

來
さ
う
に
も
無

い
の
に
・
其
利

謡
講
幅鞭

籍
例羅
灘

難
難

瞬㈹

「

る
、
所
の
凡
て
詮

露

實
磐

ば
、
最
大
・
愉
快

黄

讐

を
以
・
漱
迎
・
彦

で
あ

っ
な
・』
.
.

以
上
引

用
す

る
所

に
依

っ
て
見

れ
ば
、

「
八
四
〇
年
代

(原
論

の
公
刊

に
発

つ
こ
と
八
年
前

)
の

ミ
ル
は

『
明
か

轟
継

　撫
鱗

癒

鴨終
盤

鍵
繋

賓

。
。
、
蓼

・
・
で
あ
る
.然

る
・
不
思
議
・
も
此
肚
篁

薯

・
手
疑

れ
る
舞

原
論
は
二

馨

人
に

濃
撫

饗

灘
蟻穫
鰐
擬

蓑

蘇鑓

　
を
ギ

試

。
磐

量
.纂

を
見

・
・
、
例

へ
竺

八
四
八
年
±

月
、
米
国
馨

の
・
…

ゼ
イ
に
與

へ
た
る
諾

に
は
、
「
喋

評
論
」
養

け
る
彼

の
原
論

縛

す
る
批
評

に
關

し
、
次

の
聖

述

べ
て
居

る
の
で
あ
る
・

「
暮

、
私
讐

下
履

・
経
済
原
論

の
粟

利
農

・
撃

て
下
・
つ
た
事
慕

恵

ひ
庫

蔵

謝

意

論

説

馨

義

者
ざ
し
・
の
セ
圭

ス
…
.

築

巻

(第
四
號

三
五
)

四
七
五

"Merel
アpr。visional."
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….

論

説

・
皇

考

し
・
の
・
　

・
…
ル

「

第
八
套

第
四
號

三
六
)

四
宝
ハ

を
表
せ
ん
享

暑

で
あ
る
。
叉
私

の
著
作
を
批
評
・
た

・

麦

を
革

質

混

米
評
論
」
蓬

っ
て
下
さ
つ

　κ
事

に

も

、

御

禮

を

申

す

。

:
!

.記
霞

総
て
の
種
類
及
び
程
度
綻

會
嚢

有

向
っ
て
嘲
弄
的
の
言
葉
を

趣

羅
錫

鱒

鞭

蠕欝
鋸
盤
㌶

讐

麟

媚縫

一
特
種
。
計
劃
。
轡

て
は
、
藷

に
且
議
論
姦

・
私
・
反
巻

星

述
べ
て
揖

た
け
墾

も
・
併
し
讐

購騒
欝

鰹
騰
鶉
噺鑑
轟

継

蟻

磁

罎

難

菱

織

は
肚
曾
主
義
に
蹴
転

の
出息
見
を
悟
委
し
-
述
バ
、
…

て
「馨

隻

覆

が

天

連

年
三
月
+
八
日

・
・
附
・
以
・
、
彼

・
縄
濟
原
論
・
難

語
繍

澤
・
な

シ
〒

ト
レ
ア

…
に
宛
て
馨

手
紙
を
見

る
に
其
中
に
は
次
の
聖

迹

-ペ
て
あ
る
・
.

・

楠

聲

極
。
て
普

暴

・
居

る
や
う
・
景

.
・…

只
私
が
馨

患

・
の
は
・
貴
下

の
聴
聞

善

心
ご

、
只
今

劇
中
の
版
本

(第
三
版
を
指
す
、
信

天

五
二
年
背

に
公
に
さ
る

・
に
至
り
し
も

の
〕

の
上
に

加

へ
蓋

。
か
婁

ご
云
ふ
事
で
あ

・
。
北
陸

に
於

・
替

茎

髄
・
亘
っ
て
訂
正
し
た
の
み
で
.無
く
・
種

。
。
垂

・
る
章
を
ば
、
私

は
篠

之
・
鷺

レ
・
の
で
あ
・
・
就
中
髪

及
募

働
階
磐

漿

鮪

す
る

此
の
最
、
轟

な
る
二
個
・
章
・
殊
…

で
あ
・
。
議
論
・
進
捗
及
醸

琶

に
於
け
る
葎

の
糞

捧

う
て
此
等
。
章
に
於
。
援

つ
高

麗
の
周
囲

、
全
釜

っ
て
来
た
・
私
が
初
・
て
此
響

茎

曰い
蒔

に

4Letters
,Vol・1,PP.疋67,168.、
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,Ch。pterVII.掴 冒す



」
。
公
歪

警

て
貰

へ
・。
望
藤

程
少
か
・
・
が
、
當
謄

比
ぶ
れ
ば
、
會

昆

等
・
問
警

閲
す
る
私
の

意
見
。
自
由
に
且
雰

に
北
口白
す
る
事
が
、
笹

樂
・
な
・
・
.
・
う
し
て
叉
寂

の
意
見
そ
の
あ

に
も
或

遽

化
が
起
。
泰

・
.
翻
響

・
型

ロ
を
見
き

、
貴
下
・
馨

・
向
・
て
私
・
蓉

註

篁

詩

論
馨

ε

て
養

。
て
居
ら
・
・
や
う
だ
が
、
勿
論
私
経

書
の
中
に
於
て
、
有
名
な
・
霧

嚢

の
鏡

論
書

面

。
種
々
の
非
難
を
述
べ
て
置
い
謬

れ
書

、
併
・
砦

・
議
論
・
以
・
温

室

謬

ぱ
人
墾

艮
の
窮
.

一
極

の
結
饗

し
て
見
て
も
、
同
楚

排
斥
す

べ
き
も

の
で
あ

る
籍

し
碁

が
如
く
に
解
馨

ら
る
姦

ら
ば
・

撫

物鱗

麗
麗

轄齢
驚
何箋

鎧

躾

搬
灘
難
風醗

一
意
。
懇

。
穿

て
、
含

で
・
肚
篁

義
・
塁

毒

利
及
び
其
・
命
ず
・
霧

鋳

し
て
・
全
然
不
適
合

…

、難
難

譲
総
鰭
篇
唖幾

纏

欝
馨

縫

財嚢

」

無
く
な
。
奄

・
を
ば
、
恰
も
私
・
現
在

・
意
見

で
あ
・
か
の
㌍

傳
ふ
・
事
を
悲
む
も
の
で
あ
る
・
…

」

演

に
回

天

五
二
年
三
月
二
+
旦

前
記
の
書
簡
・
吻
二
日
後
)
編

逸
・

一

ξ

…

'舞

て
弩

書

一
箇

に
も

内
之

と
殆

ざ
同
様

の
事

が
書
き
話

し

て
あ

る
。

"

之
に
　

て
見
れ
ば
、
慧

原
論
の
著
質

入
詮

璽

醤

野
・
如
何
な
・
思
想
・
所
薯

で
あ
　

叉
共

著
蓬

濟
原
論
詮

會
韮

歯

し
如
何
な
・
態
度
を
探
れ
・
も
の
な
・
か
・
・
略
ぼ
果

で
あ
る
・
而
か
胞

…
郵
蝶

霧

編
ポ
璽

轟

岬
羅

饗

す
る今
日
、
猶
彼
の
源
論
を
以
て
.肚
會

論

説

書

生
薯

.、し
…

-

・
・
…

.

艶

巻

第̂
四
號

三
七
)

四
七
七
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